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序 章 

 

多摩川河口部感潮域における生物調査の意義 

 

 多摩川は，山梨県塩山市に源を発し，東京都大田区と川崎市の河口部まで延長約１３

８ｋｍ，１，２４０ｋｍ２の流域面積をもつ一級河川である．多摩川は羽村取水堰と調布取水

堰を境にして，上流域・中流域・下流域に区分することができる．下流域はほぼ全域にわたり

市街化されており，過去に過度の水質汚濁を経験した後，現在は水質が大幅に改善されている．

下流域は東京湾の海水が遡上する感潮域であり，水質や生物相の面で東京湾の影響を強く受け

ている．そして羽田国際空港と大田区，川崎市に挟まれた立地条件から河川敷や干潟にまで人

為的な影響が色濃く残されている場所でもある．今回，多摩川下流域と河口部において底生生

物の調査を行い，レクリエーションの一形態としての釣りに関わる釣り餌の採集についてもあ

わせて調査し，干潟生態系への人為的な影響の強弱を考察した． 

 

多摩川河口における底生生物の研究例 

 

 多摩川河口部における底生生物調査の緻密で詳細な例は「大田区の水生生物 大田区

自然環境保全基礎調査報告書 東京都大田区，昭和６０年３月」にみることができる．また川

崎市のかわさき自然調査団干潟班による「多摩川河口干潟の自然史」（1999）でも詳細に報告

されている．前者は魚類，底生動物，大型無脊椎動物，プランクトンについて専門家集団によ

る調査報告であり，後者は川崎市青少年科学館を主体とした市民調査である．これら以外にも，

羽田空港拡張工事に伴う環境アセスメント調査報告等がある（海洋学会，ＨＰ参照）． 

 

多摩川河口における底生生物の釣り餌としての利用（予備調査より） 

 

 多摩川河口周辺には JR東日本や京浜急行電鉄等の駅が多くあり（図２参照），また河

口周辺に緑地が多数あることから，徒歩によるアクセスが容易であり，釣りを楽しむ人も多い．

海釣り関係のガイドブックに多摩川河口が挙げられることもあり，つり人社（2002）では，天

空橋から弁天橋の沖合，対岸の浮島橋周辺等でハゼやシーバス（スズキ）が釣れること，弁天

橋の近くでゴカイやシオフキを餌に出来ることなどが明記されている（２１頁）．また河口前縁

の浮島町には浮島釣り園があり，その場所では１１魚種が紹介されている（同２１頁：つり人

社，2002）．2001 年秋から 2002 年初頭における予備調査においても，弁天橋から六郷にいた

る場所でゴカイ（カワゴカイ）が釣り人により掘られ餌として利用されていること，チゴガニ
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やアシハラガニなどのカニ類も釣り餌として採捕されていることが目視により確認できた．こ

れらの予備調査を裏付けるデータの採集と解析に務めた． 

 

多摩川河口干潟における底生生物の存在価値と研究の重要性 

 

 近年，沿岸環境の悪化に警笛をならす事例が増え，干潟や藻場などの身近な環境が脚

光をあびるようになった．それに伴い，干潟などでの生物調査が各地で行われるようになり，

徐々にではあるが，その環境の現状が把握できるようになってきた．干潟などで注目されるの

は渡り鳥や魚類，水産上有用な魚介類などであるが，底生動物についても近年詳細な調査が行

われるようになってきた．それらの調査によって，干潟の底生動物の現状と課題は以下のよう

であることが明らかにされている：「底生動物の生息地である干潟は，我が国においては戦後３

３年間で総面積の３３％が失われ，７８年から９２年までの１４年間に，さらに７．３％が消

失している．多くの干潟底生動物が絶滅あるいは絶滅が危惧され，また底生動物が食物連鎖や

物質循環の主要生物群として干潟生態系の底辺を支えていることから，早急な現状把握と保全

体制の確立の必要性が再三指摘された．」（環境省自然環境局，2002：235）． 

 環境省自然環境局（2002）はまた，日本の重要湿地 500 を選定しており，その中に

東京湾の干潟・浅瀬（多摩川河口，他）が選ばれている．東京湾奥部の河口域は淡水魚類の生

育・生息地として重要で，「トビハゼ生息地の北限（小櫃川，養老川，江戸川，多摩川などの河

口）」として選定されている（45頁）．また，多摩川河口はシギ・チドリ類の生育・生息地とし

て重要で，「春秋の渡り期の種数・個体数が比較的多い．ＲＤＢ（レッドデータブック）種のセ

イタカシギが記録されている」（46頁）という． 

 上記のこれまでの研究例でいくつかの生物相調査が行われてきたことがわかるが，現

状を把握できるほどではなく，また 2000 年以降のデータは得られていない．重要湿地に選定

された干潟においての底生生物の種類数・個体数調査の重要性もさることながら，近年声高に

叫ばれるようになったサスティナブルユース（持続可能な利用）の観点からも，多摩川河口の

生物学的調査は重要である．河口周辺には多くの緑地があり，また釣り客も多く，その釣り客

の中の多くの人が釣り場として，釣り餌を採る場として利用しており，そのような利用が今後

も可能であるかどうか，そのような視点からの釣り餌虫の現地調査の重要性は計り知れない． 

 １９７５年当時の多摩川の様子は多摩川７５‘（とうきゅう環境浄化財団，1975）で

知ることができる．しかし，その資料の中には河口部のデータはわずかしかなく，また２０年

近くたった今，最新の情報が待ち望まれている．多摩川河口の干潟は，２００４年春の段階で

は計画段階ではあるが，着工が始まるであろう羽田空港滑走路拡張工事の影響をうけることが

確実である．滑走路拡張工事と拡張後の河口部の海洋環境変化により，２００３年から２００
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４年にかけて行われた本研究が，重要な意味を持つであろうことは容易に予想できる． 

 

調査地と方法 

 

調査地の概要（多摩川河口と比較のための三番瀬，野島海岸） 

 

 多摩川河口においては，ガス橋の下流域，六郷橋の下側から大師橋の下流側，弁天橋付

近を選定し，東京都港区側の干潟域を中心に調査した（図１）．干潟はヨシ原の周囲にある地点（大師

橋下など；図１のＤ，Ｇ，Ｈ）と，ヨシ原に隣接しない地点（弁天橋下など；同図１のＫ，Ｍなど）両方にお

いて調査した（図１参照）． 

 各調査地点において，カワゴカイなどの底生生物の採集を行うとともに，水温や塩分濃度を

記録した．また，調査地点付近のヨシ原などで大型の底生生物の採集を適宜行った．さらに，河口付

近において，釣り餌を掘る人や釣り人，バードウオッチングをしている人などにさまざまな簡易アンケー

トを行い，結果を集計した．  

 多摩川河口域との底生生物相や釣り餌虫の利用などについての比較を行うために，東京湾

奥部の三番瀬（市川市と船橋市の沖合）と横浜市野島海岸近辺（平潟湾を含む海域）（図２）において，

底生生物の出現種調査と，釣り餌としての底生生物利用に関する調査を行った． 

 

採集ポイントの選定，採集・調査法 

 

 泥中の底生生物の採集は２５ｃｍ×２５ｃｍの範囲を，深さ約１５ｃｍから２０ｃｍ

スコップで掘り取り，泥を網目 0.5ｍｍの篩でふるい，生息地の水に１０％のフォルマリンを

加えた溶液で固定した後，湿重量を計測し，７０％アルコール中で保存した．泥上の大型の底

生生物は目視により素手で採集し，標本を作製した．ブイや杭，ロープなどの付着生物に付着

する生物は，付着生物（マガキやフジツボなど）とともに採集し，室内で選別した後，標本を

作製した．調査はおおぬめ月に１回の割合で行った． 

 釣り餌として利用されるカワゴカイ類の採捕について，採集による泥場の攪乱，採集

される量や個体数，について以下の方法により調べた． 

 泥底上で掘り返された範囲の大きさ（直径等）と深さを記録し，採捕者１名による採

集の範囲を推測した．2002 年と 2003 年の夏から秋期に現場で採集している釣り人の行動を離

れた場所から観察し，単位時間あたりに採集される個体数を推定した．また，採集後に，掘り

返された地点を再度深く掘り返し，残った虫体を採集し，隣接する地点から採集された虫体の

サイズと比較した．掘り返された地点は，すでに表層から１０数㎝の泥が掘り返され，そのた
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めその下に逃げ込んだカワゴカイ類をさらに２０㎝ほど掘り下げて採集した．比較のための隣

接した地点においても同様に，３０ ３５㎝まで掘り下げて，カワゴカイ類を採集した． 

 調査期間中に釣り人や干潟をなんらかの形で利用している人に以下のことを尋ねた

（年齢等は推定）：１）目的の魚種は何か？；２）餌は何か？：３）餌はどのように入手したか？；

４）他，釣り餌についての情報など． 

 

結 果 

 

環境要因 

 １）水温 

 2002年5月から2004年3月までの水温分布を図３に示す．５月から７月にかけて，

２０℃以上になるが，秋に１５℃前後になり，冬に９℃から 10℃前後にまで低下する（図３）．

また，この水温は同日内でも満潮干潮などの潮の満ち引きや上流からの淡水の流入により，１℃

から１．５℃の幅で変動することがある． 

 

 ２）塩分濃度 

 六郷橋付近から下流域の塩分濃度は，河口部に向かうに従い，濃度が高くなる傾向が

ある（図３）．この塩分濃度は同日内でも潮の満ち引きや上流からの淡水の流入により変化が激

しく，採集地点Ｈにおいては，同日内で塩分濃度０‰から２０‰まで変化することがあった

（2003 年７月）． 

 

多摩川河口における底生生物相（大型生物） 

 

 調査期間中にもっとも多く見られたのはアシハラガニとクロベンケイガニで，他にア

カテガニとケフサイソガニ，ヤマトオサガニ，チゴガニが多く観察された．魚類ではマハゼと

トビハゼ，貝類ではヤマトシジミとムラサキイガイが多く観察された（表１）． 

 上流側の六郷橋付近では，テナガエビとケフサイソガニが採集された．ヨシ原にはク

ロベンケイガニが多く，アシハラガニも生息していた．他にチゴガニとコメツキガニを目視で

確認できた． 

 大師橋付近では干潟の泥域にカワゴカイの巣穴が多く見られるが，目視できる個体は

いない．ヤマトオサガニとチゴガニ，コメツキガニが干潮時に観察できた．ヨシ原内では，ク

ロベンケイガニとアシハラガニが多く，アカテガニとカクベンケイガニも採集された．泥底上

やヨシ原前縁部の人工構造物にはドロフジツボの固着も認められた．ヤマトシジミの死殻も多
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い．大師橋直下から上流側の干潟にはトビハゼが多く観察された．また，今回採集されたアナ

ジャコは１個体のみ（2003 年６月）であったが，アナジャコの巣穴は多く観察された． 

 弁天橋付近では，ボートの係留や港湾施設があるために，付着生物が多く，またそれ

らが作り出す間隙等に生息する生物も多く観察された．係留ブイやロープなどにはムラサキイ

ガイとマガキが多く固着し，タマキビ，タテジマフジツボ，シマメノウフネガイ，タテジマイ

ソギンチャク，シロボヤなどの付着が認められる．この付着生物群集にはイソガニとケフサイ

ソガニが多く，またエゾカサネカンザシ，カサネカンザシ，カニヤドリカンザシなどの固着性

多毛類と，カワゴカイ，イソゴカイ，アシナガゴカイなどのゴカイ科多毛類も採集された． 

 

多摩川河口における外来種 

 

 今回，表１にあるように甲殻類の１種（ヨーロッパフジツボ），多毛類の２種（カサ

ネカンザシとカニヤドリカンザシ），貝類の３種（ムラサキイガイ，シマメノウフネガイ，カワ

ヒバリガイ）の外来種を確認した．それらの他に，アサリなども各地で放流され，移入種とし

て扱われることもあるが（日本生態学会，2000），多摩川河口では放流されていないらしく（羽

田漁協所属の漁師にヒアリングした結果），外来種ではないと判断した．その他に，近年東京湾

で見つかっているホンビノスガイ（二枚貝）やマンハッタンボヤと思われるホヤ類も確認した

が，種まで同定できなかった．上記６種のうち，カニヤドリカンザシとカワヒバリガイ以外は，

「大田区の水生生物(1985)」にリストアップされているので，1985 年以降，生息し続けてい

るものと判断される．カニヤドリカンザシはすべて小型個体で，成熟個体は確認されなかった． 

 

多摩川河口における泥底の生物 

 

 調査期間中にもっとも多数の個体が観察されたのはカワゴカイ属（ヤマトカワゴカイ

かヒメヤマトカワゴカイ）の多毛類であった．これ以外の多毛類ではイトゴカイ科の

Heteromastus sp. が河口域全域で観察され，また同イトゴカイ科のイトゴカイ sp.も干潟の広

い範囲で確認された．貝類ではヤマトシジミが最も多く，ソトオリガイも小型個体が多く観察

された． 

 上流側の六郷橋付近でも，カワゴカイ属とイトゴカイ科の多毛類が多く採集された．

ヨシ原には貧毛類が多く，他にチゴガニとコメツキガニも採集された． 

 大師橋付近では干潟の泥域にカワゴカイの巣穴が多く見られ，その分布密度は６０

500 個体／ｍ２とばらつきがあった．ヤマトオサガニとチゴガニ，コメツキガニが生息し，特

にヤマトオサガニが多数観察された．泥底にはヨコエビ類が多く，その多くはカワゴカイの巣
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穴内に生息しているのが観察された．打ち上げられた海藻に付着しているヨコエビ類も多く観

察された．ヤマトシジミの生貝は周年観察され，2003 年には干潟でシジミ採りをする人も観

察された（６月から８月，１０月にそれぞれ１ ４名；のべ１４名：2004 年にも１６名を確

認）．大師橋直下から上流側の干潟にはトビハゼ，アナジャコ，スナモグリが観察された． 

 弁天橋付近では，カワゴカイの他に，アシナガゴカイ，イソゴカイ，コケゴカイなど

のゴカイ科多毛類が採集された．貝類ではヤマトシジミ，ソトオリガイ，シオフキガイが採集

された． 

 

多摩川河口におけるカワゴカイの分類と生態 

 

 カワゴカイ属は内湾干潟の汽水域に多産するこが知られている．図４に示すように底

泥中に巣穴を掘りめぐらし，その中に生息する．巣穴の開口部付近に糞塊が見られることもあ

る．巣穴の内部を粘液層で裏打ちすることで，嫌気層の中でも生活が可能である．巣穴の中に

はヨコエビの１種が見られることもある（図４左下）．干潟の浄化に貢献する有用種で，釣り餌

としても重宝される（つり人社，2002；藤井，2004）． 

 日本産のカワゴカイ類は以前にはゴカイNeanthes japonica Izuka, 1908 のみが知ら

れていたが、現在は成体の形態的差異および繁殖生態の違いからヤマトカワゴカイ Hediste 

diadroma Sato et Nakashima, 2003、ヒメヤマトカワゴカイ H. atoka Sato et Nakashima, 

2003 およびアリアケカワゴカイ H. japonica (Izuka, 1908)の３種に分かれることが明らかに

されている（Sato and Nakashima, 2003）。このうちアリアケカワゴカイは剛毛の形態により

他の２種から識別が可能である。しかし、残りの２種については、繁殖生態が大きく異なり、

生殖的に隔離されているのは明らかであるが、成体の形態がきわめて類似しており、繁殖期以

外は区別が難しい。すなわち、大型で生殖群泳を行い、卵発生は河口域で行われ、浮遊幼生期

を持つヤマトカワゴカイに対し、ヒメヤマトカワゴカイはより小型で生殖群泳を行わず、また

浮遊幼生期がないことから、生殖と卵発生は成体の棲管内で行われると考えられている。関東

近海の干潟では一般にヤマトカワゴカイとヒメヤマトカワゴカイが混在することがしられてお

り、多摩川の河口、汽水域に関しても、卵・精子をもった成熟個体の出現時期と体サイズから

ヤマトカワゴカイとヒメヤマトカワゴカイを含むと考えられる（表３参照）．Sato and 

Nakashima (2003)は，この２種に関して，変異はあるものの，吻の第Ⅱ区の顎片数がヤマトカ

ワゴカイでは通常 10—20 個，ヒメヤマトカワゴカイでは通常 20 個以上で顎片の大きさもヤ

マトカワゴカイのよりも小さい，という点で区別できることがあるとしている．多摩川河口域

において，2003 年２月から３月に採集された個体においては，右左共に１０ ２０個，計４

０個を超えないことが多く，ヤマトカワゴカイであると思われる（図６参照）．また，2002 年
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１２月に採集された成熟個体（図５）における卵径は訳１７０ミクロンであった．この特徴も

またヤマトカワゴカイと一致する（表３）．しかしながら、ヤマトカワゴカイの生殖群泳の行わ

れない 2003 年 6-9 月に採集された成熟個体は、間接的な証拠ながら棲管内で繁殖を行うヒメ

ヤマトカワゴカイである可能性が高いと予想される。未成熟個体では、形態形質によりこれら

２種を区別することは厳密には不可能であり、本研究では両種を合わせてカワゴカイとして扱

っている。 

   

カワゴカイ類の個体群動態 

 

 カワゴカイ属の２種を含むとおもわれる大師橋下の泥底において，毎月50cm×50cm

の範囲から 60-120 個体が採集された（図８下）．春から夏期に個体数が多く，冬期に少ない傾

向があるが，2003 年には個体数，湿重量の面で 2002 年より減少するという年変化がみられた

（図８）． 

 毎月のサンプリングの結果，2002 年９月にはじめて卵をもつ個体が確認され，１１

月中旬から成熟した個体が観察された．2003 年には６月から９月に成熟個体が確認され，１

２月から 2004 年３月には，採集直後，放卵・放精する個体が観察された．春期には頭部の体

幅１ ３ミリであったが（図７），冬期には成熟した大型個体がほとんどを占め，体幅４ミリを

超える個体も観察された（図７）．2004 年２月に大師橋下で，わずかながら生殖群泳が見られ，

放出された卵は卵径約 170µm であった．これらのことから，カワゴカイ属の２種が分布して

おり，ヤマトカワゴカイが分布していること，すなわち，冬季に成熟し生殖群泳を行ったもの

がヤマトカワゴカイであることは明らかであり，６月から９月に成熟した個体はヒメヤマトカ

ワゴカイであると推定できる．個体群動態の図７から，ヤマトカワゴカイは秋から冬に成熟し，

１２月から３，４月に繁殖し，幼生の定着は３ ４月に始まると推定される．各月に採集され

た個体にはこれら２種が混在していることが予想されるが，ヒメヤマトカワゴカイの動態は現

段階では推定できない． 

 

多摩川河口における釣り餌虫の利用・採捕の現状 

 

 表４に聞き取り調査や目視観察での結果を示す．多摩川河口部には，釣り目的のレジ

ャー客が多く，その対象魚種はハゼ（マハゼ）が大部分を占めるが，キスやスズキを狙う釣り

人も多い．釣り餌は河口部の泥地で採集する場合も多いようであるが，釣具屋等で購入したア

オゴカイ（商品名アオイソメ）やイソゴカイ（商品名ジャリメなど）を使う例もあった（表４）．

釣り客のほとんどは４０代から５０代，６０代前半が多く，単独か２，３名のグループである
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ことがほとんであった．釣り餌は釣り場として確保する場所の近くで，小型のスコップなど用

いて手で採集する例がほとんどであった． 

 

 １）カワゴカイの採集 

  １ Ａ）採集量と採集頻度 

 2002 年 9月 12 日，19日，2003 年 7月 31 日，8月 29 日，2004 年 2月 21 日，3

月 28 日に釣り餌虫（カワゴカイ）を干潟上（大師橋下より上流側の干潟上）で採捕する釣り

人を観察し，その行動と採集努力量，採集量を推定した． 

 各日に，１名で干潟上で採集をしていた釣り人（2004 年 2 月 21 日は２名の可能性

がある）は，すべて小さなスコップ（掘り幅１０㎝程度）を用いて，汀線付近でカワゴカイを

採集していた．各人３０分から１時間ほどの労力で，３個から８個の掘り穴を作り，その穴は

ほぼ球形か細長い楕円形で，長径 25 140cm，短径 15 100cm（それぞれＮ＝20，平均 72.25

と 51.5cm），深さ 15 30cm（Ｎ＝7，平均 22.1cm）．採集されたカワゴカイは小さなバケツ

に泥といっしょに入れられて，大師橋付近か六郷橋付近で使用されているのを確認した（１例

は下流側へ持ち運んで使用され，１例は翌日に使用予定との回答を得た）． 

 

１ Ｂ）採集される個体のサイズ 

 図９に攪乱された地点（各例の下）と攪乱されていない地点（各例の上）（それぞれ

５０cm×５０cm）から採集されたカワゴカイ類のサイズ比較（３例）を示す．両地点は隣接

しているため，攪乱されていなければ同じサイズ組成のカワゴカイが採集されると予想される．

図９で明らかなようにすでに釣り餌としてカワゴカイ類が採集された地点では体幅２ｍｍ以上

の個体はほとんど取り除かれた後で採集されなかった．これは釣り餌として，大型の個体が選

択的に採捕されていると考えられる． 

 

 １ Ｃ）カワゴカイ類の分布と巣穴の開口部の比較 

 カワゴカイ類の分布と巣穴 

 今回調査した多摩川河口のＡ Ｏのすべての地点（図１Ａ Ｏ）で，カワゴカイ類が

採集された．もっとも分布密度が高いのは六郷水門上流側の泥干潟と大師橋緑地前縁の干潟で，

その密度は 2002 年５月の時点で 127，138，203，96 と 67，112．140，85 個体／25×50

㎝であった．それ以外の地点でも，30 102 個体／25×50cmの密度で分布していた．秋から

冬にかけては，分布密度が夏期の半分以下になり，六郷水門上流側で 56，34，45，29，大師

橋前縁で 19，39，48，30 個体／25×50cmであった（2003 年 11 月）． 

 巣穴（図４参照）の数（開口部の数）と生息個体数の関係を見ると，巣穴の数の約半
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数の個体数が採集されている（図１０）．計 15 回の計測で，25cm×25cm に巣穴が 29 85

（2003 年秋），90 174（2002 年夏），生息個体数はそれぞれ 10 28，37 105 である（図

１０）．巣穴数／個体数は 0.286 0.767，平均 0.469 であることから，泥底下のすべての個体

が採集できたわけではないが，巣穴の数の半数弱の個体数が泥底下に生息していると推定でき

る． 

 

１ Ｄ）採集されたカワゴカイの利用 

 多摩川河口付近で採集されているカワゴカイは，釣り餌を掘る人の行動観察や釣り人

への聞き取りの結果，ほとんどの場合，多摩川河口付近での釣り餌として利用されていると考

えられる．多摩川河口の大田区側では河口近辺に５，６件の釣り餌を扱う店舗があるが，ほぼ

すべてが卸店から購入したアオイソメ（アオゴカイ）やジャリメ（イソゴカイ）を扱っており，

１店舗のみイワイソメ（イワムシ）とアオイソメを扱っていた．地元で採捕されるゴカイ（カ

ワゴカイ類）は日持ちがわるいために扱いにくく，常時扱うのが難しいという（２店舗での聞

き取り）． 

 

２）カニ類・貝類の採集 

  ２ Ａ）採集量と採集頻度 

 2002 年５月，６月，７月，9月 12日，19日，2004 年 2月 21日に釣り餌としてカ

ニ類を採捕する人を確認した．2002 年夏にはアシハラガニとクロベンケイガニを口径３０㎝

ほどのバケツに推定 100 個体以上採集した人を確認した（５０代から６０代？）．釣り餌にす

るという回答であったが，それ以上の返答はえられなかった．また，同時期に干潟上でチゴガ

ニやコメツキガニを採捕する人を４名確認した．年齢分布は１０代学生（中学 高校生）１名，

４０代？１名，５０から６０代２名である．採集はスコップを用いて行われ，カワゴカイより

も陸側で採集できるため，採集が容易であるという（４０代？からの聞き取り）．１回の採集で

５０匹以上が採捕されていた（バケツの中を見ての推定：Ｎ＝３）．５０代から６０代の２名は

釣り餌として売るという回答をえた．ある学生は，カニ以外にテナガエビが餌として良いこと

を回答した． 

 また，2002 年春から夏期に大師橋付近のヨシ原の中で，アシハラガニやクロベンケ

イガニを採集するためと思われるカニ篭を２例目撃した．それらの目撃地点はヨシ原前縁に向

かう小道から菜園に向かう海側にあり，アクセスが容易でもっとも多くのカニが分布すると予

想される地点であった．篭の中には多くのカニが捕獲されており，餌は魚の死骸と推定された． 

 弁天橋付近では，堤防付近での釣りができるため，橋付近の泥上でシオフキガイやイ

ソガニ，ケフサイソガニ，チゴガニなどを餌にすることがあるという（１０代学生，Ｎ＝３；
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４０代？，Ｎ＝２，５０から６０代？，Ｎ＝４）．その際には，弁天橋下の河口側で採捕するこ

とが多いという．ここでの採集は，すべてその日の使い切りで，残った餌はそのまま海へ帰す

という回答をえた． 

 

 関東近海において利用される釣り餌虫の現状 

 

１）販売される釣り餌虫 

 表５に「新さかな大図鑑」と「ダイワ海川釣り餌解説」から推測した釣り餌虫の利用

と，多摩川河口近辺での利用状況を示す．関東沿岸では６０種ほどの釣り餌として利用される

無脊椎動物が分布し，その中の４０種ほどが多摩川河口部に分布し，釣り餌として利用されて

いるのは３１種であった（表５）．これらの釣り餌の中で多摩川河口部周辺でもっとも多く利用

される釣り餌はカワゴカイ類とコメツキガニ，チゴガニである．多摩川河口周辺で採集され，

別の場所で利用される釣り餌としてはアシハラガニやクロベンケイガニ，アカテガニなどの大

型カニ類とアナジャコ，スナモグリ，コメツキガニ，チゴガニなどがあった．釣り餌として販

売されているのはアオゴカイとイソゴカイがもっとも多く，イワムシを取り扱う店舗が多摩川

周辺（大田区側， 川崎側に２店のみであった．河口両岸で釣り餌を扱う店舗は計８店であった． 

 

考 察 

 

多摩川河口における底生生物の分布 

 

 多摩川河口には淡水域に分布する種や汽水域に特異的な種，汽水から海水域に分布す

る種といった多種多様な生物群が観察される．大師橋下の泥底には，汽水域の干潟に特徴的な

種が多く観察され，羽田空港南側の砂浜干潟では東京湾内の他の干潟と類似する種組成が観察

された（表２）．東京湾内の干潟の生物多様性は，他の海域と比較しても種数，現存量ともに高

く（例えば国立環境研究所，2003），多摩川河口においても種の多様性が高いことが確認され

た． 

 今回，確認された種の中には，和田ら(1996)のレッドデータリスト種—絶滅寸前種，

危険種，希少種，は見られなかった．しかし，西（2002）の指摘した分布域の縮小が懸念され

るツバサゴカイが含まれており，今後も干潟の生物相調査において，レッドデータリスト種の

見直しがなされる可能性もあることから，これまでほとんど調査されていないメイオベントス

を含めたさらなる詳細な調査が望まれる． 

 西ほか(2004)は，横浜市野島の干潟における生物相リストを作成している．そのリス
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トにある種と比較すると，多摩川河口には広いヨシ原があり，野島には人工的な小さなヨシ原

しかない，多摩川は上流からの淡水の影響を頻繁に受けるために河口域の生物相が単純になる

傾向がある，などの特徴がみてとれる．多摩川河口部と千葉県西部の三番瀬とを比較すると，

種の多様性はほとんど変わらないが，三番瀬ではアサリやバカガイなどの二枚貝による現存量

が群を抜いて高いために，水産的価値において多摩川河口をはるかにしのいでいる．他方，横

浜野島海岸や三番瀬，江戸川放水路と比較して，多摩川河口には，広い汽水域があることから，

カワゴカイ類の現存量が多く，また，ヤマトシジミの分布が確認されていることが特筆される． 

 現在，関東沿岸では涸沼や利根川河口においてシジミ漁が行われているが，東京湾内

湾ではその水産学的価値は検討されていない．かつては江戸川や荒川河口でシジミ漁が行われ

ていたが（中村，2002），現在は行われていない（羽田地区の漁師からの聞き取り）．ここ数年

で，多摩川河口においてヤマトシジミが採集できるほど量が増えたために，シジミを捕る目的

で多摩川河口を訪れる人も多い．2003 年から 2004 年にかけて，春から初夏にシジミを捕る人

をのべ３０人確認した．これは六郷水門近くから大師橋，弁天橋近辺までの範囲で，釣り人を

捜す際に確認したものであるが，概算で釣り人の１／３程度の人数である（干潟で個人的に釣

りを楽しむ人のみを対象にした人数に対して）．現在の多摩川河口干潟の優占種はカワゴカイ類

であるが，今後ヤマトシジミの現存量が増えた場合の生物相の変化とその水産学的価値の大小

は注視する必要があると思われる． 

 

多摩川河口におけるカワゴカイの分布 

 

 多摩川の河口干潟において，カワゴカイは１平方メートルあたり春から夏に 400

800 個体，重量にして 100 200ｇ，秋から冬に 100 200 個体，重量にして 40 100ｇが現

存していると推定できる．この個体数と重量を干潟の面積に当てはめて現存量を推定した． 

 今回調査した地点は，河口から約６ｋｍ上流の六郷橋のすこし上流側までである．各

日の調査時の観察結果と日本地理院発行の地図 25000 分の一地形図をもとに，調査範囲内には，

六郷橋から上流のヨシ原付近に約１０ha，六郷水門から大師橋緑地までに４ha，大師橋下上流

側に６ha，大師橋から弁天橋の河口を含めた河口部に５ha の干潟が干出すると推定した．夏期

には１ヘクタールに約 600 万個体，約 1.5 トン，冬季は量，個体数共に少なく，１ヘクタール

に約 150万個体，約 0.7 トンの現存量があると推定した．これに大田区側の干出する干潟面積

25ヘクタールで換算すると，夏期に約 37.5 トン，冬季に約 17.5 トンのカワゴカイ類が現存し

ていると推定される． 

 かわさき自然調査団干潟班（1999）は 1995 年から 1997 年に多摩川河口干潟の川崎

市側（大師橋より下流側）において干潟生物の調査を行い，１ｍ２あたりの多毛類の湿重量平
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均で 73.47，95.32，34.68，25.97，12.45ｇという値を得ている．ここでの多毛類のほとんど

はカワゴカイ属であると判断できるので，川崎市側の干潟域での現存量は今回調査した大田区

側より少ないと思われる． 

 かわさき自然調査団干潟班（1999）はまた，多摩川河口右岸（川崎側）干潟の面積

を計 9.657ha（中州を含む），干潮時干潟面積を 18.2ha と見積もっている（図７，102）．241.89

／5=48.378g（平均），仮に平均 50ｇが１平方メートルに分布し，干潟面積を 18ha とすると，

約 9000kg，個体サイズをほぼ同じと仮定した場合 1800 万から 3600 万個体のカワゴカイ類が

多摩川河口右岸に現存していると推定できる． 

 多摩川河口における推定値を他地域の干潟と比較してみると，Nagai & Nagai (1981)

は三河湾の干潟においてカワゴカイ属の水産学的価値を調査し，分布密度は５月に 5000

7000 個体／ｍ２，７月に 1750 2750 個体／ｍ２であることを報告している．三河湾での分布

密度は多摩川におけるよりも高く（２千万から７千万個体／ha），現存量も多いと予想される． 

 原田ほか（1997）は島根県宍道湖のヨシ帯において主要ベントスを調べ，カワゴカ

イ属（Neanthes japonica として），Heteromastus，ヤマトスピオ，Chone sp.の出現を報告

している．その場所では，カワゴカイは湿重量にして 69g 522g／ｍ2，個体数にして 361

1717 個体／ｍ2出現し，Heteromastus も 7.5g 377g／ｍ2，191 1363 個体／ｍ2出現してい

る．多摩川河口部と比較して，カワゴカイ以外に Heteromastus などの多毛類やヤマトシジミ

などの貝類が量的に多い傾向がある．宍道湖では，カワゴカイの現存量は多摩川よりも多く，

多い場所で１ヘクタールに１千７百万個体，約５トン，少ない場所でも 360万個体，約０．７

トンが存在すると推定できる． 

 海外の例と比較すると，Mclusky (1989)は英国スパーン湾における Hediste 

diversicola の現存量について報告し，14.5 95.6kg／ha としている．海外における近縁種と比

較すると，例は少ないが，多摩川河口など国内の干潟域ではゴカイ科の現存量の点で優ってい

るといえる． 

 

多摩川河口における釣り餌虫としての底生生物の利用 

 

 釣り餌としての利用： 今回，少なくともカワゴカイ類とアシハラガニが大量に採捕

されていることが明らかになった．カワゴカイは河口ではハゼ釣りの餌として利用されている．

河口域での釣り餌のほとんどが野外で採捕されており，釣具屋等で購入した餌を用いるのは非

常に希であった．野外での採捕はスコップなどを用いて行われ，１カ所で５０㎝四方約５０

８０個体が採集されているようである．掘られていない場所との比較では，大型個体のみが採

集されていること，深くに棲む個体（表層から２０㎝以下）は採集されていないこと，釣り人
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によっては２，３カ所でカワゴカイを採集するようであるが，最大でも１人あたり５箇所で，

採集されるのは１時間で１００ １５０個体ほどであると推定される．アシハラガニはヨシ原

内で籠網などで採捕されており，石などでつぶして撒き餌として利用されている例があった．

５０個体以上を採捕している例も目撃されたが，河口でのハゼ釣りにつかわれるのではなく，

他の釣りに利用するようである．これらの種は泥の浄化やヨシ原内の環境浄化に多大な貢献を

している貴重な種である．今回乱獲されているという確証は得られなかったが，釣り餌として

数千 数万個体のカワゴカイ類と数千個体のアシハラガニが毎年採捕されているのは確実であ

る． 

 東京湾の対岸，千葉県内房ではヤマトオサガニやケフサイソガニ，ニホンスナモグリ

などが釣り餌として採捕されている（ホームページ参照：

http://www.syoku-my.com/bouz/ikimonotabi/kisaradu/higata.html）．ヤマトオサガニは黒鯛

釣りの餌として有用で，店舗では１個体４０円ほどするという

（http://www.syoku-my.com/bouz/ikimonotabi/kisaradu/higata.html）． 

 小関（2002）は多摩川同様重要湿地に選定された盤洲干潟において，「カニ網をしか

け，釣り餌にするためのアシハラガニを大量に捕る業者などの現場を見ても注意することすら

できません．」と述べている．このような状況は多摩川においても同様であると思われる．今回

調査した期間では，アシハラガニの他にクロベンケイガニ，ヤマトオサガニ，チゴガニ，コメ

ツキガニが釣り餌として採捕されていた．これら干潟の生物が泥底上に豊かな生態系を作り上

げ，海水や泥の浄化に貢献していることは多くの報告に見ることができる（佐藤，2000）．こ

のような大型の甲殻類を採捕し，釣り餌として利用することの是非を問い直す必要があると考

えられる． 

 これらの釣り餌虫になりうる底生動物は，干潟の希少生物の保護の観点からも重要で

ある．たとえば，多摩川河口に生息するトビハゼは危急個体群であると思われる．東京湾内の

江戸川や谷津干潟の個体群は危急種とされており（萩原，2000），食性は動物食で，活動期に

多毛類，ヨコエビ類，小型カニ類，稚魚などを干潟上で捕食するという（同，2000）．多摩川

河口干潟のトビハゼが，カワゴカイ類やその巣穴に住むヨコエビ類，イトゴカイ類などを摂食

している可能性は高いと考えられる． 

 また，すでに東京湾では絶滅したとされるアオギス（望月ほか，2000）は，スナイ

ソメを餌にして釣ったとされている（浦安市郷土博物館，2001，2002）．このスナイソメは魚

住（1940）のいうスナイソメ＝チヨリまたはチロリではなく，浦安市郷土博物館（2001）に

ある記述（31頁）からギボシイソメ科の１種ではないかと推察される．アオギスが干潟でスナ

イソメを常食していたと推測されることからも，アオギスの日本の干潟における復活のために，

釣り餌虫の調査・研究・保護の必要性が強調されるのである． 
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 カワゴカイ類と同じく，これら釣り餌に供される底生生物の密度は未だ高く，現存量

も安定している．数名のグループで採捕するくらいでは， 多摩川河口全体の個体群への影響は

さほどないと思われるが，しかし，干潟から取り除かれる量はすくなくはない．以下に， 今後

の釣り餌虫の採捕について，種多様性維持と環境保全，生態学的な観点から，多摩川河口域に

おける釣り餌虫の利用について，提言を行う． 

 

 アシハラガニやクロベンケイガニは干潟やヨシ原の生態系において重要な種であり，

釣り餌として多数の個体を採集するのは控えることが望ましい．しかし，釣り餌が輸入されそ

れが野外で放されて野生化したり，また時にある地域で集中して採集（乱獲）が行われるのを

防ぐために，釣り場近辺で釣り餌を採集し，現場で使用することは，干潟環境を持続的に利用

するワイズユースの１例として有効である可能性もある．そこで，多摩川河口干潟を例に，干

潟における釣り餌の利用について以下のようにするのが望ましいと考える． 

 釣り餌生物を採集する際には，原則として器具を用いない．カワゴカイなど，泥底下

に棲む生物を掘り出す際にスコップなどを用いる程度で，それ以外のカニ網や大型の篭などは

使用すべきではない． 

 釣り餌として使用しない生物は採集しない．また，撒き餌としても用いない．弁天橋

など護岸沿いから釣りをする際に付着生物を撒き餌に行う例があるが，それは環境に多大な負

荷をかけるために望ましくない．また，カキ殻やイガイ類などをつぶして撒き餌にするのも，

生物保護の観点からも望ましくない．たとえそれが外来種であっても望ましくない行為である． 

 カワゴカイ類は，多摩川河口の干潟に春から夏に４０トン以上，冬期でも２０トン以

上の現存量を保っていると推定される．繁殖期は６月から９月と１２月から３月（または４月

まで）が中心であると予想される．釣り餌としての利用は繁殖期を避けることが望ましいが，

１ｇを超える大型の成熟個体が釣り餌として有用なのは明らかであり，これらの使用を全面禁

止することは現段階では難しいと思われる．そこで，まず現在２種が混在し，またそれぞれの

正確な分布や個体群特性も明らかにされていない現状を打破するために，再度今回のような数

年にわたる調査を早急に行う必要がある．そしてその調査地において，河口部のそれぞれの緑

地内に定点を設け，個体群調査とともに採捕される量（水産学的資源量）を推定し，次世代の

個体群動態予測を行いながら，採集量に制限を設けたり，調査区や採集制限区を設定するなど

の措置をとることが望ましい． 

 多摩川河口にある六郷橋から大師橋，河口部までにある５カ所の緑地のなかで，人の出入り

が少なく，かつカワゴカイ類等が多く生息すると思われる多摩川緑地鈴木町，多摩川緑地殿町，

多摩川緑地六郷橋を中心に再度調査を行い，可能ならいくつかの緑地内に保全ポイントや採捕

制限時期を設け，他の多摩川緑地中瀬と多摩川大師橋緑地前縁とその周囲の干潟においては釣
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り餌虫の採捕制限を緩くする，などの措置も考えられる．川崎側にも大田区側にも採集地を残

し，干潟の利用頻度を損なわないように，かつそれらの地点に隣接する干潟部分にカワゴカイ

等底生動物の供給源を残すことで，持続的な利用を可能にすることができる．多摩川河口の河

川敷利用で「釣り」というレジャーを普及させるためにも，釣り餌虫の有効でかつ持続的な利

用は検討に値する． 

 

 このような利用形態の是非については，今後ますます活発化するはずである．多摩川

河口には，羽田国際空港再拡張に伴う工事と建設後の河口部の環境悪化が予想されるからであ

る．かつて多摩川は汚染された川として有名であったのが，近年は環境悪化からの回復の好例

として捉えられることもある（例えばＮＨＫ生き物地球紀行，2004 年 3月 15日放送：多摩川

特集）．かつての環境悪化と同じような状態になるのかどうか，それは羽田国際空港再拡張工事

を想定した環境アセスメント調査では明らかにされていない．日本海洋学会環境問題検討委員

会の討論の中で，同アセスメントの問題点が指摘されている．以下は一部抜粋． 

 

2-3. 各工法の環境への影響 

 工法評価選定会議の報告書（案）の中から，環境への影響に関する部分は，おおよそ以下の

通りである． 

1）工事が環境に与える影響はないか 

 騒音，振動，水質(濁り)について検討を行ったが，各工法とも，現空港の沖であり，市街地

と離れていることから，騒音，振動の問題は基本的に生じず，また，汚濁防止膜を設置する等

の対策を講じることにより，水質(濁り)への影響は回避可能と考えられる． 

2）場の喪失による影響はないか 

 底質，底生生物に与える影響についての検討を行ったが，既存資料より，当該地域では生態

系を形成する底生生物はほとんど分布しないことが分かった．また，海水の消失，遮光水域の

発生による一次生産について，大きな影響を与えないことが分かった． 

 

 上記の「当該地域では生態系を形成する底生生物は分布しない」という表現は明らか

に間違いである．表１，２に示すように，多摩川河口には大型の底生生物だけで 25種あまり，

泥底にも 30 種以上が分布している．この多様性は，東京湾の他の干潟環境と比べても遜色な

いものであり，また現存量については他の海域より多いことも予想される．少なくとも多摩川

河口には，カワゴカイ類だけでも両岸の干出する干潟で 40 トン以上の現存量を誇るのであっ

て，汽水域に典型的な良好な生態系を形成しているというのが正確な見方である． 
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今後の課題 

 

 多摩川や関東近海の干潟に産するカワゴカイ属の２種が新種として記載されたのは

2003 年の３月である．これまで多くの釣り人が利用してきた普通種にさえ種名がついていな

かったわけであるが，今後も引き続き利用されている種の探索を進めること，釣り餌を採る

人の行動調査も引き続き実施することにより、それぞれの種の利用状況について調査

することが必要である。それにより，釣り餌としての大型動物の採取がおよぼす河口の

環境への影響の有無について調べる必要がある． 

 そのような今後の課題を残したのも事実であるが，釣り餌としての底生動物の乱獲に

関しては，未だ国内では明確な報告例がなく，よって多摩川河口で釣り餌としての底生動物の

採捕の実体を明らかにした今回の調査は，国内では類をみない画期的な研究例であるといえる．

カワゴカイ類についての生態的な調査はこれまで行われたことはあるが，釣り餌虫という視点

での調査は今回が初めてである．アシハラガニなどの大型カニ類やチゴガニ，コメツキガニ等

についても同様な視点での調査が待ち望まれる．そのような調査は近年さけばれる環境保全の

面からも注目に値する． 

 かつて江戸前といわれた多摩川河口から湾奥部の干潟ではゴカイ（＝カワゴカイ）が

多数生息し，堀り子とよばれる人たちが釣り餌として採集し，それを生業にすることができた

（藤井，2004）．現在でも荒川河口ではそのような釣り餌を獲る漁が行われているが（野村，

2002），多摩川河口では掘り子を見ることは非常に珍しい（本調査中には２例だけ見られた）．

干潟の面積自体が縮小していることも原因の一つだと思われるが，海外からの釣り餌虫輸入に

押されているというのも理由の一つであろう．葛西臨海公園の近くで釣具屋を営む人にきいた

ところでは，ゴカイ（＝カワゴカイ）は日持ちがせず，掘り出してその日に使わないといけな

い，次の日に持ち越すためには飼わないといけないが，その世話が大変だ，とのことであった．

アオゴカイやイソゴカイはおがくずに浸したり，海藻と一緒に海水に入れておくだけで数日も

つために，釣り餌としては利用価値が高い，という（同，聞き取りの結果）．藤井（2004）に

もゴカイ（＝カワゴカイ）の戦前の利用の様子が紹介されているが，現在ではそのゴカイを常

時扱っている店舗は多摩川周辺にはない．河口近くに位置するある店舗の看板には釣り餌虫と

して８種の名が挙げられており（東京イソメ，岩イソメ，生イソメ，砂イソメ，袋イソメ，青

イソメ，イトメ，ゴカイ），かつての釣り餌虫の多様性の大きさがうかがわれるが，その店舗に

おいて現在扱われているのは中国産のアオゴカイのみであった．釣り餌虫の利用については環
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境保全の面から十分な検討を行う必要があるが，外来種・移入種という視点からも，外来の生

物をできるだけ持ち込まずに，在来生物をその存続に影響のない範囲で利用するサスティナブ

ルユースについてもさらに検討し，一般への啓蒙普及を進めるのが今後の重要な緊急課題であ

る． 

まとめ 

 

 本研究の目的は，「多摩川河口域の干潟に産する底生動物リストの作成，鳥の餌や海

水・泥の浄化に貢献する環境指標種（ゴカイ類など）の選定，東京湾内の他の干潟との比較に

よる多摩川河口動物群集の特異性の解明，代表的なゴカイ類の個体群動態，釣り餌として採集・

乱獲されるゴカイ類やカニ類の影響評価」である． 

 初年度に毎月底生動物全般についての調査を行い，河口域に多くの底生生物が生息し，

特にトビハゼなど他地域では少なくなった貴重な生物が多く見られること，その一方で多くの

外来のフジツボや貝類が生息していることが確認され，これらの種の一部について詳細な分布

が明らかになった．釣り餌になる種の中でも，河口域の泥中にすむカワゴカイ類とヨシ原に生

息するアシハラガニなどの大型のカニ類が釣り餌として利用されていることが確認された．こ

れらの採捕量は乱獲とよぶほどのものではないが，釣り人の集中する場所において攪乱が激し

く，底生動物の分布に影響を及ぼしていると考えられる． 

 調査を行った場所は多摩川河口（本羽田 六郷緑地，川崎緑地等の干潟域）と比較の

ために選定した２カ所の調査地（横浜市野島公園周辺干潟，船橋市沖三番瀬干潟）である．多

摩川河口においては毎月カワゴカイなど優占種の採集を行い，個体群構造の推定と季節変化を

追跡した．また，河口域の様々な場所において採集を行い，泥干潟から港湾域，淡水域から汽

水域，海水域までの底生生物の分布に関するデータを集積した．その中でも，ヨシ原にアシハ

ラガニやクロベンケイガニ，アカテガニなどが多数生息していること，沿岸の干潟域にトビハ

ゼの個体群が良好な状態で見られること，河口の港湾域に多くの外来種が発見されたことが特

筆に値する．外来種はヨーロッパフジツボなどの甲殻類，カニヤドリカンザシゴカイなどの多

毛類であり，各種の個体群は十分に大きく，かつ周年見られることから多摩川河口域に定着し

ているものと思われる． 

 多摩川の河口，汽水域に多く生息しているカワゴカイHediste 属はヒメヤマトカワゴ

カイとヤマトカワゴカイを含むと思われる．毎月のサンプリングにおいて，多摩川河口域のカ

ワゴカイ属は 6 ９月，１2 月から３月に卵をもつ個体が確認された．春期には頭部の体幅１

３ミリであったものが，冬期には成熟した大型個体がほとんどを占め，体幅４ミリを超える

個体も観察された． 

 今回，少なくともカワゴカイとアシハラガニが大量に採捕されていることが明らかに
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なった．カワゴカイは泥に棲む体長５ １０㎝ほどのゴカイ類で，河口ではハゼ釣りの餌とし

て利用されている．河口域での釣り餌のほとんどが野外で採補されており，釣具屋等で購入し

た餌を用いるのは非常に希であった．野外での採捕はスコップなどを用いて行われ，１カ所で

５０㎝四方約５０ ８０個体が採集されているようである．掘られていない場所との比較では，

大型個体のみが採集されていること，深くに棲む個体（表層から２０㎝以下）は採集されてい

ないこと，釣り人によっては２，３カ所でカワゴカイを採集するようであるが，最大でも１人

あたり５箇所で，採集されるのは１時間で１００ １５０匹ほどであると推定される．アシハ

ラガニはヨシ原内で籠網などで採捕されており，石などでつぶして撒き餌として利用されてい

る例があった．５０個体以上を採捕している例も目撃されたが，河口でのハゼ釣りにつかわれ

るのではなく，他の釣りに利用するようである．これらの種は泥の浄化やヨシ原内の環境浄化

に多大な貢献をしている貴重な種である．今回乱獲されているという確証は得られなかったが，

釣り餌として数千 数万個体のカワゴカイと数千匹のアシハラガニが毎年採捕されているのは

確実である． 

 今回，多くの種類が釣り餌として利用されていること，多摩川河口においてカワゴカ

イなどが採捕され利用されていることなどが確認できた．しかし，カワゴカイ類の利用は現段

階では個体数の減少に結びつくような量にたってしていないと思われる．そこで，釣り餌虫の

持続的な利用に関してような提言を行った．詳細は本文参照．多摩川河口の川崎側にも大田区

側にもカワゴカイ類の良好な採集地を残し，干潟の利用頻度を損なわないように，かつそれら

の地点に隣接する干潟部分にカワゴカイ等底生動物の供給源を残すことで，持続的な利用を可

能にすることができると考えられる． 

 多摩川河口には現在も豊かな生態系が残存し，そこで釣りというレジャーに関し，釣

り餌虫の有効利用が行われているといえる．その利用は現在持続可能なものであるが，今後も

長期的に持続可能な利用が可能かどうか，その基礎的なデータのさらなる集積が必要だと思わ

れる． 
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図の説明 

 

図１．多摩川河口周辺の干潟の分布．■は駅を，A-Oは採集地点を示す． 

 

図２．東京湾内の調査地—多摩川河口，三番瀬を示す． 

 

図３．多摩川河口周辺の水温（上）と塩分濃度（下）の変化．下図のA-Oは 

図１の調査ポイントに一致する． 

 

図４．多摩川河口大師橋の泥底表面のカワゴカイ類の巣穴． 

 

図５．多摩川河口で採集された成熟個体（ヤマトカワゴカイ）2003 年 12 月 

採集． 

 

図６．多摩川河口で採集されたカワゴカイ類の顎片数． 

 

図７．多摩川河口大師橋付近で採集されたカワゴカイ類のサイズ組成． 

 

図８．多摩川河口大師橋付近で採集されたカワゴカイ類の湿重量（上）と 

 個体数（下） 

 

図９．釣り餌の採集のために攪乱された地点と，攪乱されていない地点の 

 サイズ組成比較． 

 

図１０．多摩川河口干潟において観察された巣穴の数と，その泥底から 

 採集された個体数の関係． 
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